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編集後記

■安寧の都市ユニットで４月に開催した東日
本大震災報告会では、地震と津波・原発に加
えて風評の４つが地域社会に大きなダメージ
となっていると、現地サポートに行かれた社
会人履修生の方から報告があった。ユニット
では社会人履修生の方々と意見交換をする機
会が多い。ここで聞く現場における生の声は
我々の活動のエンジンであり燃料になってい
る。（土井勉）
■多くの日本人が誇りや自信、生きる寄る辺
を見失っている現在、人々の癒しや生きがい、
幸せ、そして安寧の探究は、学内でも文理を
問わず、GCOE、ユニット等様々な形態で模
索が始まっている。人、社会、環境の安寧の
あり方を想い描き、都市の姿かたちを整えて
いくこと。それが、我々ユニットの究極の使
命であると思う。（山田圭二郎）

■この1年間、様々な視点からのシンポジウ
ム、セミナー、講義等が展開され、多面的・
多層的に私たちの住む「まち」や「社会」の在
り方、そして「安寧」とはなにか、について
議論が積み重ねられてきた。この『安寧の都
市研究』は、その一つの成果であるとともに、
今後への大きな一歩になると信じている。
（白石陽子）
■ユニットで初めての編集作業となった第一
号。不慣れな編集委員で不手際も多く、講演
録や寄稿をいただいた先生方に大変お手数、
ご迷惑をおかけした。しかし多くの人のご協
力のおかげで刊行まで漕ぎ着けることができ
感慨無量、関係各位に心より篤く御礼申し上
げます。また、京都通信社さん、編集委員の
先生方、お疲れさまでした。ありがとうござ
いました。（吉村晶子）
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